
京丹後市 市長公室 地域コミュニティ推進課

令和4年度

新たな地域コミュニティ
推進に向けて

～持続可能な地域を目指して～

令和5年1月19日令和４年度第３回社会教育委員会議



京丹後市の人口推移
⚫ 2045年の推計人口は32,255人（2015年比41.4％減少）
⚫ 2045年には概ね2人に1人が65歳以上となる見込み
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▲41.4％
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（出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所将来推計）



行政区の高齢化の状況
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出典：京丹後市住民基本台帳

人口減少や高齢化により、行政区の機能低下が懸念される
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平成28年12月 京丹後市まちづくり委員会より
「持続可能な地域づくりに向けての提言書」

平成30年4月～ 小規模多機能推進補助金を創設

令和元年度 市長公室・教育委員会事務局が主催し、各
区長会等で説明会を開催
持続可能な地域づくりについて
～「新たな地域コミュニティ」の必要性～

令和3年4月 地域コミュニティ推進課を設置

市の取り組み経過



人口減少や高齢化が地域に及ぼす影響
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子ども会 運動会 除雪 マルシェ

環境整備 防災活動 祭り高齢者支援

今後、地域活動が継続できなくなる恐れがある



行政区単独では解決できない課題の増加
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行政区単独では解決できない課題が増加している

買い物や移動（民業の撤退）、空き家など地域課題が多様化

買い物 移動など生活支援 空き家



個別分野の課題 多様化・広域化する課題
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それぞれが持ち味を活かしながら「つながる」ことで効果を上げる
事務局を設け、持続性を高める

横の「つながり」が薄く、効果が限定的、各団体
の機能低下や団体の解散が見受けられる

⚫ 多様化する住民ニーズや広域化する課題が増加
⚫ 従来の縦のつながりの関係から、横のつながりの関係を築くことが大切
⚫ 行政区の枠組みを超えた広域の範囲で地域づくりの実行組織が必要

老人会・
婦人会

旧村や地区公民館等の範囲

新たな
地域コミュ
ニティ
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地域づくりの実行組織の必要性
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新たな地域コミュニティ 目指す姿

行政区を越えた広域で連携 若者や女性も活躍

新たな地域コミュニティ

元気で楽しく住みやすい地域づくり

現状把握
活動整理

ありたい姿 多様な関わり
※活動人口が増え多彩に

課題解決
継承・活性化
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峰山
スタイル

大宮
スタイル

網野
スタイル

丹後
スタイル

弥栄
スタイル

久美浜
スタイル

地域の個性を
活かした

地域コミュニ
ティ

⚫ 旧６町ごとに自治仕組みや成り立ちが異なりそれぞれに特色がある
⚫ 他市町と比較しても各区の自治がしっかりしている
⇒ 区長会と連携し、地域の特性を生かした地域コミュニティ組織を設立

地域課題の解決

未来への活力創造

地域の特色が
輝く地域創生

京丹後市のビジョン
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区長会
(役員会）

A地域 B地域 C地域
D地域

①設立ノウハウ、
成果や課題

先進地域 後続地域

町推進チーム ②先進地域の
事例を活かし支援

地域
公民館

市民局

地域コミュ
ニティ
推進課

計画共有

R3,4年度に重点

情報共有

連携

社協
連携

京丹後市のビジョン
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STEP0

地域内の多様な団体で準備組織を設立し、地域
の良いところや課題を出し合い、将来ありたい姿な
どを話し合う※地域ビジョン、役員・規約等の検討、
広報

STEP1

STEP2

STEP3

20年後のありたい姿を描く

地域コミュニティ組織を設立し、ありたい姿の実現に
向けた取り組みを実践する。※設立総会、事業計
画、推進体制の整備、住民への広報

取り組みを実践する

将来的な展望を持ちながら地域の課題解決に主
体的に取り組むなど、元気で住みやすい地域を目
指した持続可能な地域運営を行う

持続可能な地域運営

10年、20年後を見越した地域づくりを進めるため
に、区役員や地区公民館、各種団体等へ新たな
地域コミュニティの考え方を投げかけ、議論をスター
トする

一石を投じる

地域 行政

1
年
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有
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補助率：10/10(上限50万
円)、最大2年間、防災訓練、
子ども食堂、地域サロン、マル
シェなど ※ステップ2へ

補助率：10/10（上限20万
円）1年間限り、調査研究、計
画策定などに必要な経費

補助率：10/10（上限100万
円）、最大2年間、事務費、人
件費、備品購入費など）

地域コミュニティ補助金や公民
館活動交付金等を再編し一括
交付。活動費、運営費、人件
費など

パイロット事業

活動運営事業

調査研究・
組織設立推進事業

一括交付金

⚫ 地域の状況に応じた段階から取り組みをスタートし、ステップ3を目指す
⚫ 市はステップに応じた人的支援、財政支援を行う

新たな地域コミュニティ設立までの流れ
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②長寿福祉（ささえる）

サロンやカフェの開催、高齢者
の見守り、生活相談窓口の設
置、買い物や移動支援、福祉
委員や民生委員との連携など

⑤関係人口（つなげる）

地域ファンづくり、空家活用
（空き家の発掘、シェアハウス
などお試し住宅の運営）、移
住希望者のサポート、体験交
流イベントなど

③こども（はぐくむ）

こどもの居場所づくり・地域版
学童保育、登下校の見守り・
声かけ、こども食堂、ふるさと教
育、地域体験など

④生涯学習（まなぶ）

多世代が集う取り組みの企
画・開催（文化祭、運動会な
ど）、地域の歴史文化を学ぶ
セミナーの開催など

• インターネットや
SNSを活用するな
どして共感の輪を
拡げる

• 女性、若者などの
参画を進め、プレ
イヤーの発掘や育
成に務める

• 個々の行政区で
行った方が効果的
なもの、狭い範囲
で支え合った方が
効果を期待できる
ものは、これまでど
おり行政区として
取り組む

⚫新たな地域コミュニティ組織にはできる機能から備えていただくこと期待
⚫推進にあたっては行政の担当部局や社会福祉協議会など関係機関と連携

⑥地域創生（かせぐ）

地域資源を活用した収益事業
（ふるさと納税の返礼品等）、
多面的機能支払交付金等の
広域化、労働者協同組合の
検討など、財源確保の取組

①地域防災（まもる）

地域防災計画の策定、避難
所運営マニュアルの作成、防
災訓練、防災リーダー育成、
被災体験の共有など

期待する
６つの
機能

新たな地域コミュニティ設立までの流れ



⚫ 行政区の機能低下が危惧される中、旧村や旧小学校区など広域で連携
⚫ 若者や女性など多様な方が関わりながら、地域の活性化や課題解決に取り組む
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500世帯以上の行政区(6)

36の地域コミュニティ組織を想定

※令和4年11月現在の見込み

複数の自治(地区)公民館の範囲

STEP2（2年目） …4組織_44区

STEP2 （1年目）…2組織_11区

STEP1 …5組織_33区

STEP0(検討中) …8組織_46区

国庫、区長会事業 …6組織_30区
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新たな地域コミュニティの進捗状況

R3～6年度
農山漁村振興交付金事業(国費)
まるっぽ間人プロジェクト推進協議会

R4～7年度
農村型RMO推進事業(国費)
宇川連携協議会
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STEP1

STEP1

STEP1

STEP1

STEP1

5

検討中
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検討中

検討中

検討中

検討中

検討中

検討中



モデル地域
取り組み紹介

（一部抜粋）



団 体 名 久美浜一区自治会（会長 谷口 潔）
構成する行政区 向町区、十楽区、仲町区、土居区、東本町区、西本町区、新町区、新橋区、栄町区 ※計9区
人口／高齢化率 1,580人／37.41％

水災害避難行動タイムラインを策定 生涯学習事業の活性化

成
果

• 事務局が地区要望の集約など区の運営支援を行うことで、各区長の負担軽
減に繋がった

• 区長業務や役員数の削減（3割程度の削減）
• 会議数の削減
• 各団体で定期的に発行していた区民向けの便りをまとめ、「久美浜一区自治

会だより」として事務局で作成。担当していた役員の負担が大きく減るだけでな
く、情報が一元化され、発信する情報量の増加や取り扱う内容の拡がりにつな
がっている

• これまで取り組めなかった地域課題の解決に着手
• 生涯学習事業の活性化につながった

課
題

• 新たに役員や事務局長の報酬など事務局運営経費が発生
• 後継者の育成・発掘

京都外国語大学との連携 自治会だよりをWEBでも発行

久美浜一区自治会（令和3年度～） STEP2



団 体 名 佐濃自治会
構成する行政区 尉ケ畑、奥山、二俣、小桑、佐野甲、佐野乙、佐野丙、安養寺、野中、郷、円頓寺、坂谷、長野、竹藤、女布、

丸山、永留（計17区）
人口／高齢化率 1,558人／40.95％

成
果

• 代表者が複数年に亘り自治会に携わることで取り組みの継続性が高まった
• 代表者を集落の区長と兼務しない者としたことで、佐濃地域全体の課題に継続し

て取り組めるようになった
• 集落をまたがる鳥獣害対策が可能となった
• 小集落の除草活動の支援ができるようになった
• 単独の区では取り組みにくい移住支援施策への着手

課
題

• 新たに役員や事務局長の報酬など事務局運営経費が発生
• 後継者の育成・発掘

平成28年4月、佐濃自治会は区長会、活性化協議会、地区公民
館を一体化する形で誕生。「時代の変化に対応し、地域課題に機
敏に対応していける組織が必要」という考えのもと、以前の区長会で
1年だった会長の任期を自治会では3年に設定。さらに、同じく3年任
期の副会長、1日勤務の事務員を設置し、体制を整えられた。

またアンケート調査を実施し、若年層の声を広い取り組みを進めた。
※30代、40代の多くが今の体制の見直しが必要と回答されていた

水災害避難行動タイムラインを策定 生涯学習事業の活性化

京都外国語大学との連携 自治会だよりをWEBでも発行

佐濃自治会（令和3年度～） STEP2
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地域マネージャー
地域外の人材が外部の視
点で組織づくりや計画づくり
を支援。各団体の連携を促
進。協議会設立後
（STEP2）も引き続き事
務局として参画

豊栄まちづくり協議会（令和3年度～） STEP2

⚫ H29町全員アンケート、R1～2のWS、ヒアリング等を経て地域ビジョン作成
⚫ 地区公民館を発展的に解散し、まちづくり協議会を設立
⚫ 旧保育所を拠点とした場づくり、若手による魅力発信事業に着手
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地域マネージャー
区の事務員が地域マネー
ジャーを兼任。協議会立ち
上げ後（STEP2）でも引
き続き事務局を担っている。
女性のサロンやビジョンづくり、
広報などに注力。

いやさか吉野地域づくり協議会（令和3年度～） STEP2

⚫ 地域づくり準備会でビジョンを作成、協議会へステップアップ
⚫ 消防団や女性グループなどへ声をかけ、楽しみながら活動
⚫ 公民館や福祉委員との連携促進



いやさか鳥取校区地域協議会（令和4年度～）
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STEP1

⚫ 3区で協議会を設立し、事業計画、部会づくり等に着手
⚫ 地域防災、農地保全（協同労働）、大学生との連携事業などを検討



湊地区自治会（令和4年度～）
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⚫ 準備会を立ち上げ、ワークショップやアンケート調査を実施
⚫ 自治会公認の若手チームが子供を対象としたイベント「ピチピチ祭」を開催

STEP1



川上地区自治振興会（令和4年度～）

21

⚫ 令和3年度の役員3人と令和4年度の役員3人で委員会を構成
⚫ 高校生以上全員アンケート調査から地域計画を見直し
⚫ 試行的に3組織を一本化（統一会長を設置し、地域運営を効率化）

令和3年8月10日事業説明会の様子

STEP1



島津小学校区しましまベース （令和4年度～）
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⚫ 愛護会や公民館と連携し若者や子どもが楽しく関われる地域活動を企画
⚫ 事業会社を設立し、地域内の空き家のリノベーション、活用に着手

STEP1



神野地区自治会（令和4年度～）
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●アンケート調査で協力者を募り、交流会やワークショップを計画
●地域内の若手や移住者が箱庭マルシェを開催

STEP1


